テニス用語の邦語化がおこなわれた背景 by 後藤,光将
65
テニス用語の邦語化がおこなわれた背景
The　Background　of　the　Japanese　Translation　of
Tennis　Term
後藤　光将
GOTO　Mitsumasa
　英語禁止論の始まりは、大正期に始まる英語教育不
要論であったが、社会全体を巻き込み、政府の政策に
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直接影響を及ぼすには至らなかった。昭和15年頃に
なると、反英米機運の急激な高まりを受けて、翌年の
太平洋戦争開始とともに英語は「敵性言語」として、
その禁止措置は様々な分野に及んだ。
　昭和17年4月に大日本体育協会が解散され、同会
を発展継承して大日本体育会が発足した。翌年3月、
同会は英語を用いたスポーツ名、スポーツ用語を禁止
した。この流れの中、テニス用語も邦語化されること
となった。
　テニス用語の邦語化がおこなわれた直接的理由とし
て、平易化による普及のための措置、時局に応じた国
粋的措置などが考えられるが、戦中の日本テニス界を
取り巻く社会的背景を把握することも重要である。こ
の視点から、日本におけるテニスボールの配給制度に
ついて注目した。ボールの配給、つまり、用具の枯渇
は、テニス活動存続に直結することであるため、邦語
化の一連の脈絡に位置付けられるからである。用いた
資料は、日本テニス協会所蔵の当時の議事録、書簡、
覚え書きなどである。配給に関する資料は、昭和13
年度から18年度分まで残っていた。以下にボール配
給に関する各年度の要旨をまとめた。
　昭和13年7月9日にゴム配給統制規則（商工省令
第55号）が公布されて以後、テニスボールの新規製
造ができない状況となった。そこで、日本庭球協会の
岡田正一理事が主任となり、商工、厚生両省に陳情、
折衝を続けた結果、同年9月上旬には0．75トンの硬
式テニスボール製造用生ゴムの使用許可を得た。協会
は、この生ゴムをセントジェームス、丸菱、三田土、
富士の4つの製造会社に前年の製造高に比例して分配
して、計2050ダースのボールを製造させた。協会は、
この数量分の購買券を発行し、倶楽部、会社、学校等
に配布した。購買券に1ダース7円の割の現金でボー
ル会社から購買するという方法であった。
　昭和14年度は、他のスポーッ団体と共に厚生省の
運動用具材料として生ゴム使用が許可され、硬式ボー
ルとしては年5トンの生ゴムが分配されることとなっ
た。協会は、これを年5回に分割して、第1回目07
トン、第2回目から第4回目は1．2トン、第5回目は0．7
トンの生ゴムを配分して、それぞれ1556、4017、
4132、4131、2178ダースのボールを前年同様4つの
製造会社に製造を依頼した。ボールの配給については、
庭球協会は厚生省より一切を委任されたので、前年と
同様に協会加盟倶楽部、会社、学校に購買券を交付し
た。1ダース7円70銭という価格であった。
　昭和14年度第5回目の配給が15年2月にあってか
ら、しばらく生ゴムが入荷しなかったことから、15
年度の第1回目のボール配給は、7月（1823ダース）
に行われた。第2回は8～9月（2454ダース）、第3
回は10～11月（2454ダース）に配給された。1ダー
ス9円90銭という価格であった。
　昭和16年度は、第1回目3月（2300ダース）、第2
回目5～6月（2000ダース）、第3回目8～9月（3000
ダース）、第4回目10～11月（2800ダース）、第5
回目12～1月（800ダース）にそれぞれ配給した。
昭和16年度は、1ダース10円80銭という価格であっ
た。
　また、繊維製品配給消費統制規則が制定され、昭和
17年2月1日より「衣料切符制」が導入されること
になった。スポーッを行う者にとって、定められた点
数（100点）の範囲内で普段着と運動着を購入しなけ
ればならなくなり、ボール配給制度と同様にスポーッ
家たちを苦しめることになった。
　昭和17年度は、第1回目3～4月（2700ダース）、
第2回目6～7月（2800ダース）、第3回目10～11
月（2508ダース）にそれぞれ配給した。会員の一般
倶楽部はコート1面につき1ダース、2面以上1面を
増すごとに半ダース増、学校および特殊倶楽部にはそ
れ以上の配給があった。
　昭和17年4月8日に大日本体育会が設立されたこ
とにより、国内競技団体は漸次解散して、大日本体育
会の一部会として再スタートすることとなった。日本
庭球協会の場合は、昭和17年11月29日の解散記念
会を以て解散して、全ての業務および財産は大日本体
育会庭球部会に引き継がれることとなった。そのため、
ボール配給についても庭球部会が引き継ぐこととなっ
た。庭球部会になって初のボール配給は、昭和18年
1～2月（1170ダース）に行われた。但し、この時の
ボールは「代用ボール」であった。
　昭和18年度は、第1回目6～8月（1059ダース）、
第2回目10～11月（916．5ダース）、第3回目翌年3
月（473．5ダース）にそれぞれ配給した。
　2009年度は、以上のテニスボール配給の実態を踏
まえながら、戦中の日本スポーツを象徴する出来事で
ある用語の邦語化を推し進めた背景について、より多
角的に検討する計画である。
